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商品や技術をトータル提案

スギノがRI事業部を発足
スギノマシン（富山県魚津市、杉野良暁社長）は、グループの商品や技術
を生かしたトータルソリューション提案を強化する。その一環で、産業用ロ
ボットやモノのインターネット（IoT）、人工知能（AI）技術などの開発を担う

「RI事業部」を立ち上げた。既存の事業本部の商品の競争力強化に貢
献しながら、単体でも４年後には単年黒字化を目指す。

既存商品の競争力を強化

　昨年12月１日付で発足したRI
事業部は、独自の産業用ロボッ
ト「スイングアーム式コラムロボッ
ト」などを開発、製造、販売する
RI部と、IoTやAI技術を開発し
て製造現場の効率化を図る生産
革新部の２部門から成る。
　発足時点のメンバーはRI部が
10人、生産革新部が11人。RI事
業部長には、大西武夫執行役員
が就任した。
　同社は洗浄機や工作機械、
ウォータジェット加工機など幅広
い商品ラインアップを持つ。大西
執行役員は「IoTやAIを生かし
た知能化技術を開発してコラム
ロボットを含めた既存商品に適用
し、競争力強化につなげたい」と
話す。
　また、RI事業部の開設を機に、

コラムロボットとグループの商品を
組み合わせたトータルソリューショ
ンの提案も強化する考えだ。

グループの存亡を左右

　杉野岳副社長は、RI事業部を
「グループの存亡を左右する部
門」と位置付ける。
　同社は創業から80年以上にわ
たり、メカを中心に技術を磨いて
きた。だが、今後はメカだけではな
く、ソフトウエアや制御技術が差
別化の鍵を握ると杉野副社長は
みる。「トータルソリューションの提
案こそが機械メーカーの生き残る
道」とも語る。
　こうした未来を見通した杉野
副社長は、自身が旗振り役となっ
て５年前から種をまいてきた。まず
は新規事業の一環として2016年
にコラムロボットを開発。19年に
は生産革新部を発足し、独自開

発したIoTシステ
ムを全 事 業 所に
導入して社内の
IoT化を進めた。 
　トータルソリュー
ションを提供する
体 制を５年 間で
整えた同社は、次

のステップとして新規開発部の一
事業だったコラムロボットの部門
と生産革新部を合併してRI事業
部を立ち上げた。「工作機械や
洗浄機などの装置単体ではなく、
ロボットを中核としてIoTや情報
通信技術を駆使したビジネスモ
デルでも収益を上げる決意を内
外に示すため、新規開発部から
独立させた」と杉野副社長は強
調する。
　RI事業部では既存の事業本
部の商品の競争力強化に貢献
しながら、単体でも４年後には単
年黒字化を目指す。「まずは自社
商品の競争力を高めるため、コラ
ムロボットの改良やシステム開発
をしたい。ソフト人材の育成も大き
な課題で、AIや知能化技術の専
門的な知識を持った人材も並行
して育てたい」と大西執行役員
は展望を語る。
　今後３年以内に事業部の基盤
を確立したい考えで、特にAI開
発では外部機関との協業も視野
に入れるという。　　    　            
                       （桑崎厚史）
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杉野岳副社長（右）とＲI事業部長の大西武
夫執行役員


